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令
和
元
年
度
の
行
事
予
定

１ 

県
内
の
行
事

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

厚
生
労
働
省
が
平
成
15
年
か

ら
全
国
に
展
開
し
て
い
る
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人

キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、
地
域
住
民
が
認
知
症
に

つ
い
て
学
び
、
身
近
に
い
る
認

知
症
の
人
や
家
族
の
良
き
理
解

者
と
な
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
中
に
５
地
域
で
開
催

し
、
今
年
度
で
の
こ
れ
か
ら
の

開
催
予
定
は
、

【
２
月
13
日
】

大
和
町
老
連
で
の
開
催
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

②
女
性
リ
ー
ダ
ー
活
動

【
１
月
17
日
】

「
第
２
回
女
性
委
員
会
」

（
ホ
テ
ル
白
萩
）

　

来
年
度
の
事
業
計
画
の
協
議

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

③
高
齢
者
相
互
支
援
推
進

啓
発
事
業

【
１
月
24
日
】

「
第
２
回
指
定
モ
デ
ル
老
連
関

　

謹
ん
で
令
和
２
年
の
年
頭

に
あ
た
り
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
明
る
く
健
や

か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
存
じ
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
皆
様
の
ご
理
解

ご
協
力
に
よ
り
、
当
連
合
会

の
運
営
、
事
業
執
行
が
計
画

ど
お
り
円
滑
に
で
き
ま
し
た

こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
９
年
が
過
ぎ
、
復
旧
・
復

興
も
着
々
進
行
し
て
い
ま
す

が
、
反
面
災
害
の
風
化
が
心

配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
発
生
し

た
台
風
19
号
豪
雨
災
害
に
よ

り
、
丸
森
町
を
は
じ
め
多
く

の
市
町
村
が
被
害
に
遭
わ

れ
、
会
員
の
方
々
が
被
災
さ

れ
、
心
が
痛
み
ま
す
。
一
日

も
早
い
復
旧
復
興
を
祈
念
し

ま
す
。

　

今
年
は
年
号
が
変
わ
り
、

初
め
て
の
新
年
で
す
。
明
る

く
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
令
和
７
年
に
は
、
団
塊

の
世
代
全
員
が
後
期
高
齢
者

と
な
り
、
ま
す
ま
す
高
齢
化

が
す
す
み
、
高
齢
者
を
と
り

ま
く
社
会
情
勢
は
厳
し
い
も

の
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
わ
た
く
し
た
ち
は
幸
せ

を
求
め
て
前
に
進
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
連
合
会

と
し
て
も
、
各
市
町
村
老
連

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
「
自

分
の
ク
ラ
ブ
」
で
あ
る
と
の

意
識
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、

「
単
位
ク
ラ
ブ
」「
市
町
村

老
連
」「
県
老
連
」
が
連
携

を
一
層
緊
密
に
し
、
誰
も
が

願
う
「
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
の
実
現
」
を
め
ざ

し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
三
大
運

動
「
健
康
」
「
友
愛
」
「
奉

仕
」
の
も
と
、
活
動
の
メ
ー

ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
伸
ば
そ

う
！
健
康
寿
命
・
担
お
う
！

地
域
づ
く
り
」
を
目
標
に
掲

げ
積
極
的
に
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年

度
か
ら
始
め
た
老
人
ク
ラ
ブ

「
一
万
人
会
員
増
強
運
動
」

は
平
成
30
年
度
で
終
了
し
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
会
員
増

強
運
動

－

な
か
ま
づ
く
り

－

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
情
勢
は
、
少
子
高
齢

化
、
平
均
寿
命
の
延
伸
に
よ
っ

て
”人
生
百
年
時
代
“
の
到

来
が
予
測
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
一
方
で
増
加
す

る
高
齢
者
を
支
え
る
社
会
保

障
制
度
の
持
続
可
能
性
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
健
康
づ
く

り
や
友
愛
活
動
を
は
じ
め
、

官
民
が
一
体
で
取
り
組
ん
で

い
る
新
地
域
支
援
事
業
へ
の

参
画
が
一
層
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
介
護
予
防
・
フ
レ

イ
ル
（
虚
弱
）
対
策
で
元
気

高
齢
者
を
目
指
す
こ
と
が
大

事
に
な
り
ま
す
。
特
に
見
守

り
支
援
の
友
愛
活
動
で
は
、

高
齢
者
相
互
支
援
推
進
啓
発

事
業
の
モ
デ
ル
指
定
を
発
展

拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
特
殊
詐
欺
被

害
の
防
止
活
動
に
も
力
を
注

い
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
社
会
の
一
員
と
し
て
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
活
動
の

輪
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
県
ご
当
局
は
じ

め
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
並

び
に
関
係
す
る
皆
様
の
ご
指

導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
衷
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

公
益
財
団
法
人

　

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

佐
藤　

節
夫
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
県
民
の

皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
令
和
元
年
台
風

第
19
号
の
豪
雨
に
よ
り
、
本

県
も
河
川
の
破
堤
や
越
水
等

に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
平
成
が
幕

を
閉
じ
、
令
和
の
元
号
の

下
、
新
た
な
時
代
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
全
て
の
災
害

公
営
住
宅
が
完
成
し
、
気
仙

沼
大
島
大
橋
が
開
通
す
る
な

ど
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
は
、

住
ま
い
や
イ
ン
フ
ラ
面
の
整

備
が
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
次
世
代
放
射
光

施
設
の
建
設
に
向
け
た
敷
地

造
成
の
着
手
や
、
民
営
化
か

ら
４
年
目
を
迎
え
た
仙
台
空

港
の
利
用
者
が
過
去
最
高
を

更
新
す
る
な
ど
、「
創
造
的
な

復
興
」
の
実
現
に
向
け
た
取

組
の
成
果
が
現
れ
た
１
年
で

し
た
。

今
年
は
、「
宮
城
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
「
宮
城
県
震
災

復
興
計
画
」
の
最
終
年
と
な

り
、
復
興
の
総
仕
上
げ
と
復

興
期
間
後
の
取
組
を
見
据
え

た
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。

「
力
強
く
き
め
細
か
な
震
災

復
興
」、「
地
域
経
済
の
更
な

る
成
長
」、「
安
心
し
て
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
宮
城
の

実
現
」、「
美
し
く
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
政
策
推
進
の

基
本
方
向
と
し
て
、
復
旧
・

復
興
の
完
遂
に
向
け
た
施
策

に
最
優
先
で
取
り
組
む
と
と

も
に
、
富
県
宮
城
の
更
な
る

発
展
や
教
育
・
福
祉
の
充
実

な
ど
に
向
け
た
取
組
を
推
進

す
る
ほ
か
、
働
き
方
改
革
や

各
分
野
に
お
け
る
人
材
の
育

成
・
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

昨
年
は
、
宮
城
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
佐
藤
節
夫
会

長
と
お
会
い
し
、
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
の
皆
様
の
健
康
づ
く

り
研
修
会
や
、
い
き
い
き
百

歳
体
操
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。本

県
で
は
、
高
齢
者
が
自

分
ら
し
い
生
き
方
を
実
現
す

る
た
め
の
「
活
躍
で
き
る
場

づ
く
り
」
を
積
極
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら

新
た
な
時
代
を
迎
え
て

宮
城
県
知
事

　
　

村
井　

嘉
浩

係
者
連
絡
会
議
」（ホ

テ
ル
白
萩
）

　

令
和
２
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
、
各
モ
デ
ル
老
連
の
今
年

度
の
業
務
実
績
の
報
告
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

④
理
事
会
・
評
議
員
会

【
３
月
４
日
】

「
第
17
回 

理
事
会
」

（
ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
）

【
３
月
19
日
】

「
第
12
回 

評
議
員
会
」

（
ホ
テ
ル
白
萩
）

⑤
市
町
村
老
連
会
長
・

事
務
担
当
者
合
同
会
議

【
３
月
25
日
】

「
市
町
村
老
連
会
長
・
事
務
担

当
者
合
同
会
議
」（ホ

テ
ル
白
萩
）

２ 

全
国
の
行
事

【
１
月
29
日
～
30
日
】

「
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連

代
表
者
会
議
」「
女
性
委
員
会
」

（
東
京
都
）

【
３
月
11
日
】

「
全
老
連
理
事
会
・
評
議
員
会
」

（
東
京
都
）

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
医
療
・
介
護
等
の
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
充
実
化
に
向
け

た
取
組
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆

様
が
参
加
さ
れ
て
い
る
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
お

宅
を
訪
問
す
る
「
友
愛
訪
問

活
動
」、「
子
ど
も
の
登
下
校

時
の
見
守
り
活
動
」
や
「
清

掃
活
動
」
な
ど
は
地
域
住
民

の
つ
な
が
り
を
深
め
る
大
切

な
活
動
で
あ
り
、
引
き
続
き

活
発
な
取
組
を
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

震
災
か
ら
間
も
な
く
９
年

が
経
過
い
た
し
ま
す
。
県
民

の
皆
様
一
人
一
人
が
「
創
造

的
な
復
興
」
を
実
感
で
き
る

よ
う
、
新
た
な
取
組
に
も
積

極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
御
理
解
と
御

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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「
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

（
芸
能
発
表
会
）」
は
、
令

和
２
年
９
月
18
日
（
金
）
に

大
和
町
ふ
れ
あ
い
文
化
創
造

セ
ン
タ
ー
（
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー

ル
）
で
の
開
催
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
各
老
連
の
皆
様

は
、
今
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
芸

に
磨
き
を
か
け
て
下
さ
い
。

※
裏
表
紙
に
、
演
芸
大
会
の

写
真
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
元
年
９
月
19
日

（
木
）
午
前
10
時
か
ら
登
米

市
登
米
祝
祭
劇
場
大
ホ
ー
ル

を
会
場
に
、「
令
和
元
年
度

　

第
１
回
演
芸
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
で
は
平
成
27

年
度
の
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ

ミ
ナ
ー
＋
芸
能
発
表
会
」
以

来
、
芸
能
発
表
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
30
年
度
の
第
２
回
女
性

委
員
会
に
お
い
て
、
演
芸
大

会
の
開
催
を
決
定
し
、
本
年

度
に
開
催
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
24
市
町
村
老

連
、
約
５
５
０
名
が
参
加

し
、
21
老
連
か
ら
22
の
演
芸

（
歌
や
踊
り
な
ど
）
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
節
夫
会
長
の
挨
拶
と

佐
藤
純
子
女
性
委
員
長
の
開

会
宣
言
に
引
き
続
き
、
佐
藤

貞
子
・
高
橋
ち
た
江
両
女
性

委
員
会
副
委
員
長
の
軽
妙
な

司
会
進
行
で
、
演
芸
大
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

各
市
町
村
老
連
を
代
表
し

て
披
露
さ
れ
る
演
芸
は
、
歌

あ
り
踊
り
あ
り
で
、
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
の
皆
様
の
芸
達
者

ぶ
り
に
観
客
席
か
ら
盛
ん
に

声
援
や
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

午
前
と
午
後
の
部
で
行
わ

れ
た
演
芸
大
会
は
、
そ
の
間

に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一
緒
に

お
弁
当
を
食
べ
る
な
ど
、
演

芸
以
外
の
お
楽
し
み
も
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
で
は
、
高
橋

女
性
委
員
会
副
委
員
長
か

ら
、「
来
年
度
も
開
催
し
ま

し
ょ
う
」
と
の
呼
び
か
け
が

あ
り
、
会
場
か
ら
大
き
な
賛

同
の
拍
手
が
上
が
り
ま
し

た
。

　

令
和
２
年
度
の
演
芸
大
会

事
業
報
告

令
和
元
年
度 

研
修
会
・
セ
ミ
ナ
ー・
各
種
大
会
報
告

女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー（
芸
能
発
表
会
）

《
県
内
の
で
き
ご
と
》

▲ミス仙台

▲来年もやりましょう（閉会あいさつ）

▲スコップ三味線
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女性リーダーセミナー（芸能発表会）
出演プログラム　21老連　22演目
令和元年度演芸大会　令和元年９月19日（木）　登米祝祭劇場

No 老連名 出演人数 グループ名
芸　　能　　発　　表

備　　　　考
演　目 演　　　　　　　　題

佐藤節夫県老連会長挨拶

佐藤純子県老連女性委員長の演芸大会開会宣言

1 登 米 市 12 お笑いダンベルの会（中田町） 実演 ヒーロー　他

2 七 ヶ 浜 町 25 七ヶ浜老連 踊り 七ヶ浜復興音頭

3 亘 理 町 8 亘理町シニアクラブ連合会 踊り わたり音頭

4 大 河 原 町 10 女性部会 踊り どんぱん節

5 白 石 市 15 白石市老連 踊り ああ白石城

6 気 仙 沼 市 14 女性部 ダンス 憧れのハワイ航路

7 柴 田 町 12 オール柴田 踊り ふるさと柴田音頭

8 岩 沼 市 3 女性部 踊り ミス仙台（島倉千代子）

9 川 崎 町 20 女性部 踊り 祝い船

10 松 島 町 8 松島舞踊会 踊り 飛鳥川

昼食休憩（11：30～12：30）大ホール・小ホールでの飲食可

11 利 府 町 10 女性部会 踊り 利府祭人（りふさいじん）

12 蔵 王 町 15 ひまわり見守りサポーター 踊り ざおう音頭

13 加 美 町 10 第二天寿会 その他 麦畑

14 栗 原 市 10 姫松長生会 踊り ぼけない音頭

15 色 麻 町 23 女性部 踊り カッパブギ

16 名 取 市 8 川上ことぶき会 実演 スコップ三味線（じょんから女節）

17 大 崎 市 3 しちにん会 踊り 大黒舞

18 大 和 町 16 大和町老連 踊り 船形音頭

19 美 里 町 20 女性部 踊り みさとまち音頭

20 東 松 島 市 8 大溜（おおだめ）ポッポクラブ ダンス ビューティフルサンデー

21 涌 谷 町 1 黒沢のぶ子 踊り 博多月夜

22 登 米 市 14 南方老連 踊り・歌 田植え踊り

高橋ちた江県老連女性委員会副会長の閉会宣言

合計 265
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令
和
元
年
10
月
９
日
（
水
）

宮
城
県
総
合
運
動
公
園
を
会
場

に
、
第
23
回
宮
城
県
シ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県

内
34
市
町
村
の
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
か
ら
約
７
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
３
種
目
で
、

は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
競
技
結
果
】（
敬
称
略
）

〇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
部

・
女
子

　

優　

勝　

榊　

カ
ズ
子
（
亘
理
町
）

　

準
優
勝　

大
友　

昭
子
（
岩
沼
市
）

　

第
三
位　

千
葉　

正
子
（
石
巻
市
）

　

第
四
位　

小
野
ち
や
子
（
角
田
市
）

　

第
五
位　

佐
藤　

蓉
子
（
栗
原
市
）

・
男
子

　

優　

勝　

三
池　

政
治
（
大
崎
市
）

　

準
優
勝　

鈴
木　

章
文
（
塩
釜
市
）

　

第
三
位　

野
崎　

光
俊
（
大
河
原
町
）

　

第
四
位　

本
田　
　

壽
（
利
府
町
）

　

第
五
位　

秋
山　

光
公
（
大
衡
村
）

〇
ペ
タ
ン
ク
の
部

　

優　

勝　

名
取
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

準
優
勝　

村
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

第
三
位　

富
谷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

〇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

石
巻
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

Ａ
チ
ー
ム

　

準
優
勝　
栗
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

Ｂ
チ
ー
ム

　

第
三
位　

富
谷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

和
元
年
度
の
１
月
か
ら
11

月
ま
で
で
は
、
１
８
３
件

２
億
４
、
３
９
１
万
円
の
被

害
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
65
歳
上
の
高
齢
者
の
被

害
が
９
割
以
上
を
占
め
て
い

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
つ
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

詐
欺
被
害
の
手
口
の
説
明

と
、
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
「
お
金
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
、
暗
証
番
号

は
絶
対
詐
欺
」、
家
族
の
絆

　

12
月
11
日
（
水
）
仙
台
市

青
葉
区
の
「
ホ
テ
ル
白
萩
」

を
会
場
に
４
市
町
の
モ
デ
ル

指
定
老
連
の
シ
ル
バ
ー
リ
ー

ダ
ー
や
市
町
村
老
連
の
友

愛
活
動
担
当
役
員
等
、
約

１
０
０
名
が
参
加
し
て
、
シ

ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
節
夫
会
長
の
挨
拶
の

後
、
宮
城
県
警
察
本
部
生
活

安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
犯

罪
抑
止
対
策
係
の
佐
藤
友
紀

警
部
補
と
岡
野
大
志
郎
巡
査

部
長
か
ら
「
特
殊
詐
欺
被
害

の
現
状
と
被
害
防
止
対
策
」

と
題
し
て
の
ご
講
話
と
、
そ

れ
に
引
き
続
き
「
ゲ
キ
タ
イ

か
る
た
」
の
実
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
ま
ず
宮
城

県
の
特
殊
詐
欺
被
害
は
、

平
成
30
年
度
で
２
３
７
件

３
億
３
、
７
０
０
万
円
、
令

（
家
族
だ
け
の
合
言
葉
を
あ

ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
こ

と
）、
迷
惑
電
話
防
止
機
能

付
き
電
話
機
の
活
用
の
３
点

が
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
の
「
ゲ
キ
タ

イ
か
る
た
」
の
実
演
で
は
、

県
警
が
作
成
し
た
か
る
た

「
ゲ
キ
タ
イ
か
る
た
」
の
説

明
と
全
体
を
５
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
の
か
る
た
の
実
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
か
る

た
で
は
、
か
る
た
遊
び
を
通

じ
て
詐
欺
被
害
へ
の
対
処
方

法
が
身
に
つ
く
様
に
な
っ
て

お
り
、
多
く
の
方
に
実
践
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

県
老
連
で
は
、
県
警
か
ら

頂
い
た
か
る
た
１
セ
ッ
ト
に

併
せ
県
老
連
で
作
成
し
た
２

セ
ッ
ト
の
計
３
セ
ッ
ト
の
か

る
た
を
各
市
町
村
老
連
に
差

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

機
会
を
見
つ
け
て
「
ゲ
キ
タ

イ
か
る
た
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

高
齢
者
相
互
支
援
推
進
啓
発
事
業

　
　
　
　
シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

令
和
元
年
度
第
24
回
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
東
松
島
市 

鷹
来
の
杜
運
動
公
園
）
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【
令
和
元
年
度
開
催
】

〇
気
仙
沼
・
本
吉
地
区

８
月
20
日
（
火
）

総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
南
三
陸

〇
石
巻
地
区

８
月
22
日
（
木
）

女
川
町
総
合
体
育
館

〇
仙
南
地
区

８
月
23
日
（
金
）

岩
沼
市
総
合
体
育
館

〇
栗
原
地
区

８
月
27
日
（
火
）

栗
原
市
一
迫
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

17
年
目
を
迎
え
た
健
康
づ

く
り
研
修
会
を
今
年
度
も
県

内
７
会
場
で
開
催
し
、
多
数

の
参
加
者
を
得
て
、
盛
会
裏

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

昨
年
同
様
に
、
東
北
福
祉

大
学
准
教
授
齋
藤
昌
宏
先
生

に
依
頼
し
、
午
前
の
健
康
講

座
に
お
い
て
健
康
や
予
防
を

テ
ー
マ
に
講
義
を
受
け
、
午

後
は
健
康
運
動
指
導
士
の
先

生
方
に
よ
る
指
導
の
も
と
、

椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
で
き

る
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
や
タ
オ

ル
を
使
っ
て
音
楽
に
合
わ
せ

た
体
操
を
実
施
し
ま
し
た
。

終
始
和
や
か
な
笑
い
声
の
中

で
、
参
加
者
も
先
生
方
も
一

緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
、
心
の
健
康
に

も
役
立
つ
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

〇
仙
台
地
区

８
月
28
日
（
水
）

富
谷
市
東
向
陽
台
公
民
館

〇
登
米
地
区

８
月
30
日
（
金
）

登
米
市
迫
公
民
館

健
康
づ
く
り
研
修
会
（
県
内
７
ヶ
所
）

〇
大
崎
地
区

９
月
６
日
（
金
）

大
崎
市
古
川
武
道
館

【
総
参
加
人
数
】
５
９
５
名

　

元
号
が
令
和
に
改
ま
り
、
15

年
目
と
な
っ
た
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
七
ヶ
浜
町
老

連
で
６
月
25
日
に
花
渕
浜
地
区

避
難
所
で
開
催
し
た
の
を
始
ま

り
に
、
色
麻
町
老
連
（
７
月
23

日
：
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、

大
河
原
町
老
連
（
７
月
29
日
：

町
世
代
交
流
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
）、登
米
市
南
方
町
老
連
（
８

月
５
日
：
南
方
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
）、
南
三
陸
町
老
連

（
８
月
８
日
：
総
合
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
南
三
陸
）
で
開
催
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

大
河
原
町
老
連
で
の
開
催

は
、
講
師
に
介
護
老
人
保
健
施

設
「
さ
く
ら
の
杜
」
主
任
介
護

支
援
専
門
員
・
介
護
福
祉
士
の

加
藤
千
春
氏
を
迎
え
、
施
設
で

の
経
験
を
も
と
に
基
礎
知
識
や

対
応
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

　

登
米
市
南
方
町
老
連
に
お
い

て
は
、
米
山･

南
方
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
地
域
支
援
推

進
員
を
し
て
い
る
髙
橋
尚
子
氏

の
講
義
を
56
名
の
方
々
が
受
講

し
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
老
連
で
の
開
催

は
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
社
会
福
祉
士
の
竹
内
裕
一

氏
の
講
義
と
共
に
「
小
規
模
多

機
能
ホ
ー
ム
南
三
陸
」
職
員
の

千
葉
さ
ん
と
芳
賀
さ
ん
に
よ
る

寸
劇
を
取
り
入
れ
た
講
座
で
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
大

和
町
老
連
が
令
和
２
年
２
月
13

日（
木
）に
町
民
研
修
セ
ン
タ
ー

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

認
知
症
は
正
し
い
知
識
を
学

ぶ
こ
と
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の

よ
き
理
解
者
と
な
り
、
支
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に

も
、
ぜ
ひ
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
要
請
講
座
が

県
内
６
ヶ
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た　
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方
々
と
の
心
温
ま
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
心
温
ま
る
お
話

を
頂
き
、
参
加
者
か
ら
盛
大

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
式
典
で
は
、
永

年
に
わ
た
り
福
祉
事
業
や
社

会
に
貢
献
さ
れ
老
人
ク
ラ
ブ

の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
老

人
福
祉
事
業
功
労
者
30
名
、

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
25
団
体
、

社
会
貢
献
活
動
ク
ラ
ブ
13
団

体
が
佐
藤
節
夫
会
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
26
日
（
火
）

か
ら
27
日
（
水
）
に
埼
玉
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

お
い
て
全
老
連
会
長
か
ら

「
育
成
功
労
表
彰
」
を
受
け

ら
れ
る
「
大
山
金
雄
様
」

「
菊
地　

衛
様
」
「
優
良
郡

市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
表
彰
」
を
受
け
ら
れ
る

「
色
麻
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
」
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

　

11
月
14
日
（
木
）
登
米
市

の
「
登
米
祝
祭
劇
場
・
大

ホ
ー
ル
」
を
会
場
に
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
が
県
内
各
市
町

村
か
ら
会
員
、
関
係
者
約

６
０
０
名
の
参
加
を
得
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
東

和
よ
さ
こ
い
サ
ー
ク
ル
の
皆

様
に
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

夫
婦
花
」
「
よ
さ
こ
い
東

和
」
を
、
フ
ラ
・
ハ
ウ
オ
リ

の
皆
様
に
は
「
ケ
・
ア
ロ

ハ
」
「
カ
ア
ナ
ア
レ
」
の
披

露
が
あ
り
会
場
か
ら
は
、
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

第
一
部
で
は
、
大
嶽
山
興

福
寺
住
職
の
嶽
内
真
弘
氏
の

記
念
講
演
が
行
わ
れ
「
私
が

地
域
の
高
齢
者
の
生
き
方
か

ら
学
ん
だ
こ
と
」
と
題
し

て
、
神
仏
分
離
と
少
し
専

門
的
な
お
話
か
ら
、
ご
住
職

と
し
て
触
れ
合
っ
た
地
域
の

　

最
後
に
、
来
年
度
開
催
予

定
地
の
名
取
市
老
連
田
端
幸

男
会
長
よ
り
、
皆
様
の
参
加

第
40
回
宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会≪

登
米
市≫

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

12
月
12
日
～
13
日
に
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
灘
尾
ホ
ー

ル
で
「
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
・
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
、

佐
藤
純
子
女
性
委
員
長
を
始

め
４
名
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
は
、
初
日
12
日
に

全
老
連
斉
藤
常
務
の
基
調
報

告
か
ら
始
ま
り
、
フ
レ
イ
ル

予
防
や
高
齢
期
の
食
生
活
の

在
り
方
の
講
演
と
、「
健
康
づ

く
り
介
護
予
防
活
動
の
事
例

発
表
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
13
日
は
参
加
者
が
22
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
友
愛
訪

問
活
動
関
す
る
討
議
が
活
発

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
佐
藤
女
性
委
員

長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府

県
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
今
後
も
高
齢
者

に
日
常
の
生
活
に
手
を
差
し

伸
べ
、
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
多

く
の
人
が
老
人
ク
ラ
ブ
に
入

会
さ
れ
る
工
夫
を
行
い
た
い
」

と
、
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
全
老
連

「
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・

生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
　

　

11
月
26
日
（
火
）
か
ら
27

日
（
水
）
に
埼
玉
県
「
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
」
他
で
開

催
さ
れ
た
大
会
に
は
、
本
県

か
ら
佐
藤
節
夫
会
長
を
は
じ

め
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
開
催
さ
れ
た
活
動

交
流
部
会
で
は
「
①
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
介
護
予
防
活

動
の
推
進
」「
②
高
齢
者
の
支

え
合
い
活
動
の
推
進
」「
③
演

じ
る
活
動
〈
舞
台
発
表
〉」
の

３
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
の
発

表
・
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
式
典
に
お
い
て

は
、「
育
成
功
労
表
彰
」
と
し

て
大
山
金
雄
様
と
菊
地
衛
様

が
、「
優
良
郡
市
区
町
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
」
と
し

て
色
麻
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

《
全
国
の
で
き
ご
と
》

第
48
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会≪

埼
玉
県≫

会
長
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。　

　

最
後
に
、
山
形
県
老
連
亀

谷
千
代
子
会
長
よ
り
次
回
大

会
の
挨
拶
が
あ
り
、
埼
玉
県

老
連
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
よ

る
歌
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の

花
」
で
閉
じ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
山
形
県
で
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
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第１６回理事会の協議結果について
令和元年９月１３日に開催された第１６回理事会において、役員等の選任規定や事務
事業の見直しについて協議されましたので、その概要につきましてお知らせします。

　【評議員・役員等選任規定の改正】
　従来の市町村選出理事の選任基準は、市老連から1名、町村老連を3ブロックに分け、各ブ
ロックから1名選任ですが、今回の見直しでは県域を9つのブロックに分け、各ブロックから1名
選出となります。この結果地域選出理事は現行の17名から9名となります。
　評議員の選任につきましては、現行の各市町村から1名選任を、各ブロックから1～2名選出
することとします。その結果、評議員数は現行の34名から14名となります。この見直しに係る
「役員選任規程」の改正は、本年3月の理事会に提案いたします。

【事務事業の見直し】
１　会費改定について
　現在、会員一人当たり120円の会費を負担していただいておりますが、会員数の大幅な減少
（Ｈ7：11万人→Ｈ31：3.8万人）による歳入不足に対応するため、ひとりあたり30円（120円
→150円）の会費増額を提案いたしましたが、「会費値上げについて地元への説明が難しい」
や、「30円増でも25％の値上げとなり、会員離れにつながるのではないか」といった意見が出
され、次年度からの会費値上げは見送られました。
　ただし、現在の収支バランスから将来的な会費値上げは不可避である、との認識を頂きました。
２　シニアスポーツ大会種目の見直し
　現在、シニアスポーツ大会は「グラウンド・ゴルフ」「ペタンク」「ゲートボール」の3種目
で実施しておりますが、3種目を同時に開催する競技場の確保が難しくなったことなどから2種
目での開催を提案したところ、理事会での了解をいただきました。令和2年度からは「グラウン
ド・ゴルフ」と「ペタンク」の2種目でシニアスポーツ大会を開催します。
３　認知症サポーター養成講座の見直し
　平成17年から開始した本講座は、当初県老連事業として県下すべての市町村を対象に実施し
ておりましたが、今年度の実施件数（市町村老連数）は6老連に止まりました。
　これは、事業の需要がなくなったためではなく、講座の実施主体が市町村や包括支援センター
等へ移行してきたため、県老連での事業実施の必然性が薄れたためです。このため、来年度事業
としては「特殊詐欺被害予防」対策に係る研修会への切り替えを計画し、了解をいただきました。
４　事業推進助成費の廃止について
　事業実態の乏しい助成制度の廃止について提案しましたが、各市町村老連において、既に予算
ベースでの組み込みがなされていることから、廃止されると大変との意見がありました。本理事
会では、当面の事業継続と、今後の在り方を総務部会等で検討することが話されました。
★★台風19号被害に係る救援拠金の募集について
　昨年10月に発生した台風19号被害の共演拠金は、令和元年末現在で、19老連2,144千円ほど
よせられております。
　また岡山県老連からも救援拠金の申し出があり、合せて3百万円程度になる見込みです。
　集まりました拠金は、各市町村の被害程度等に応じて案分する予定です。
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平
成
26
年
度
に
全
老
連

の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ
た

「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運

動
」を
受
け
、本
県
で
も「
会

員
１
万
人
増
強
運
動
」を
実

施
し
ま
し
た
が
、他
の
都
道

府
県
老
連
と
同
様
に
、期
待

し
た
実
績
を
揚
げ
る
こ
と
な

く
事
業
が
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

過
去
５
年
間（
Ｈ
26
年
度

当
初
～
Ｈ
31
年
度
当
初
）の

会
員
・
ク
ラ
ブ
数
の
推
移
は

下
の
表
の
と
お
り
、５
年
間
で

会
員
数
が
約
一
万
人
、ク
ラ

ブ
数
は
約
１
８
０
ク
ラ
ブ
減

少
し
て
い
ま
す
。単
年
度
に

す
る
と
△
２
千
人
／
年
。△

４
０
ク
ラ
ブ
／
年
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、年
齢
比
で
は
75
歳

未
満
が
28
・
０
％
と
平
成
26

年
当
初
と
比
べ
２
・
７
ポ
イ

ン
ト
減
少
と
、会
員
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
ま
す
。

　

男
女
比
に
つ
い
て
は
大
き

な
変
動
は
無
く
、男
性
４
割
、

女
性
６
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市町村老連現況調査からみる県老連の姿
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過去５年間の市町村別クラブ数・会員の推移
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令和元年度 女性セミナー（演芸大会）写真集
・・・・・ 皆さん、多彩な芸をお持ちです ・・・・・

▲ああ白石城

　▲ビューティフルサンデー

▲スコップ三味線

▲ダンベル体操

▲麦畑 ▲田植え唄踊り（語り）

▲田植え唄踊り

▲大黒舞

▲憧れのハワイ航路

110号
発

行
／

公
益

財
団

法
人

　
宮

城
県

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

　
〒

980-0011 仙
台

市
青

葉
区

上
杉

１
－

2－
3　

TE
L 022－

223－
1156  FA

X
 022－

223－
1161

MIYAGI県
老
連
だ
よ
り
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